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● 一般的な方法として、「間柱センサー」や「探知針」を使って間柱を見つける方法があります。「間柱センサー」は
　 電気信号で見つけるタイプ、「探知針」は細い針を刺すタイプがあります。設置する場所に目星をつけ間柱センサー
　 や探知針で調べていきます。

● 間柱を見つけたら目印をつけ、間柱の中央付近を確認しましょう。最初に見つけた場所が間柱の端だった場合、ネ
　 ジが効かなかったり間柱が割れてしまう可能性がありますので、間柱の中央付近をしっかりと確認して確実にネジ
　 を打てる場所を見つけてください。

Step４ - ②. 壁側プレートの取付け　～間柱に取付ける場合の事前確認～

● 片側から壁をなぞるように数回調べます。センサーの鳴り始めが間柱の端になりますのでその部分に印を付けます。

● 逆側からも同じ様に間柱の逆端を調べ、2点の中間＝間柱の中央に目印を付けてください。

●センサーには 1cm~2cm程の誤差が出る場合があるので、必ず左右の中央に目印を付けるようにしてください。

● 取付けを行う位置に柱があるかどうかを確認するために、平行に数か所に針
　 を刺します。
● 刺すタイプは、間柱がないと手ごたえがなく針が奥まで入ります。針が止ま
　 ると柱や間柱がある場所です。（仕様はメーカーによって異なります）
● 刺す場所は 1箇所で終わらず、数か所刺して間柱の中央を探し印を付けてく
　 ださい。

間柱センサーや間柱探知針はホームセンターやインターネットで多数の種類が販売されています。
また、弊社ホームページでも販売しています。
※時期や在庫状況などによって、弊社で販売している種類が異なったり、販売を一時中止している場合がございます。

【１．間柱に取付ける際の、間柱の見つけ方】

【２．間柱センサーを使用する場合】

【３．間柱探知針を使用する場合】

石膏ボード

柱・間柱

上から見た図

柱・間柱

石膏ボード

柱・間柱

石膏ボード

柱・間柱

石膏ボード

柱・間柱があると
センサーが反応！ 逆側からも確認！

両端を確認し、
間柱の中央を確認！

間柱センサーや探知針をお持ちでない場合

上記で説明している方法は簡易的な説明でございます。詳しい使用方法はメーカー取扱い説明書をご確認ください。

正確な使用方法に関して

間柱センサーや探知針を使用しても柱・間柱の立っている箇所が見つからない場合、GL工法など別の構造の場合があ
ります。確認しても見つからない場合は、決して作業を続行せず専門業者にご相談・ご依頼ください。

上記の方法でも柱・間柱が確認できない場合

間柱に取付ける場合

大型テレビ用金具の場合、補強壁への設置を推奨いたします。（コンクリート壁を除く）
間柱への設置は概ね 55インチ以下、35kg 以下を推奨致しますが、お客様の壁側の構造、
強度により変わります。また、その強度は弊社では一切保証できませんのでご了承ください。
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● 10 ページを参考に、壁の裏側にある間柱の場所をセンサーなどで探して印をつけてください。

● 間柱の中央が見つかったら探す位置を上下にずらしてまた中央を見つけてください。その 2点を直線で結べば、間
　柱の中心線を描く事が出来ます。

【１．間柱の中央を見つけ、印をつける】

【２．下穴を開ける位置を確認し、印をつける】

柱・間柱
石膏ボード

中央を見つけたら
上下にずらして探す

柱・間柱
石膏ボード

2点見つけたら
直線で結ぶ

柱・間柱
石膏ボード

柱の中心が
確認できます

● ▼壁掛け金具本体（ａ） を壁に合わせ、どこに取付けるかや、どのネジ穴を使用するかを決めてください。

● 下図右を参考に、取付け時に使用する穴６点 の印をつけます。この時使用する穴は必ず間柱の中央になるように
　 してください。

● 印がしっかりと水平・垂直についているかどうかを、水平器を使用して確認してください。

方法①　金具中央を間柱に合わせてビスで固定し、金具両端を石膏ボードアンカーで固定

Step４ - ③. 壁側プレートの取付け　～間柱に取付ける場合～

● 間柱の場合、各間柱の角材サイズは３cm～４cm角を想定しております。

● 本取付方法はとにかく間柱強度に左右されますので、お客様ご自身で強度をご確認の上、自己責任
　 にて設置くださいますようお願いします。(当店ではお客様の壁強度について責任が持てません)

注意

● お客様の設置場所の壁構造・強度については弊社では一切保証できません。

● 上記により金具が取り付けられない場合でも返品は不可となりますのでご注意下さい。
● お客様による設置施工・工事については弊社では一切保証できません。

※本取付方法で使用する石膏ボードアンカーは付属しておりません。別途ホームセンター等でご用意ください。

以下の方法①～③のいずれかの方法でお取付ください。

石膏ボード
柱・間柱

水平・垂直か
確認！

上下の左右両端・アーム接合部
に印をつける
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● ２. でつけた印のうち、上下中央２箇所にドリルを使用して下穴を開けます。ズレないよう十分に気を付けて
　 作業を行ってください。電動ドリルがあるとスムーズに作業が進みます。
● 下穴を開けたら、▼壁掛け金具本体 (ａ) を取付けます。 上下中央２箇所に▼M6x45 タッピングビス (ｐ)と▼M6
　 タッピングビス用ワッシャー(ｒ)を使用して、▼壁掛け金具本体 (ａ)をしっかりと取付けてください。

※下穴の幅及び深さの目安は付属のタッピングビスを使用した場合の数値です。
　別途ビス類をご用意された場合は用意したビス類に応じて適切な大きさの下穴を開けてください。

【４．上下中央の印に下穴を開けて壁側プレートを取付ける】

● ２. でつけた印のうち、上下の左右両端４箇所にドリルを使用して下穴を開けます。ズレないよう十分に気を付けて
　 作業を行ってください。電動ドリルがあるとスムーズに作業が進みます。
● 下穴を開けたら、石膏ボードアンカーを埋め込みます。

【３．上下の左右両端の印に下穴を開けてトグラー等の石膏ボードアンカーを埋め込む】

穴を真っ直ぐに開けるように注意する

深さ目安 約38ｍm 

下穴の幅目安 3.8mm
間柱 石膏ボード 石膏ボード

柱・間柱

rp

a

上下の中央２箇所の印に下穴を開け、
タッピングビスとワッシャーで取付ける

● ３. で埋め込んだ石膏ボードアンカーの箇所に
　 ▼M6x45 タッピングビス (ｐ)または適宜ネジをご購入

　 の上▼壁掛け金具本体 (ａ)を更に固定します。

　 [→Step５へ進む ]

【５．上下の左右両端の石膏ボードアンカーを使用して更に補強する】

石膏ボード 柱・間柱

上下の左右両端の印に下穴を開け、
石膏ボードアンカーを埋め込む
石膏ボードアンカーは付属しておりません。
別途ホームセンター等でご用意ください。
また、石膏ボードアンカーの詳しい取付方法に関しては
ご購入先にてご確認ください。

※石膏ボードアンカー専用ネジは同梱しておりません。
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● 10 ページを参考に、壁の裏側にある間柱の場所をセンサーなどで探して印をつけてください。
● 間柱の中央が見つかったら探す位置を上下にずらしてまた中央を見つけてください。その 2点を直線で結べば、間
　柱の中心線を描く事が出来ます。
● 連続する 2本の間柱に印をつけてください。

【１．間柱の中央を見つけ、印をつける】

【２．下穴を開ける位置を確認し、印をつける】

柱・間柱
石膏ボード

中央を見つけたら
上下にずらして探す

柱・間柱
石膏ボード

2点見つけたら
直線で結ぶ

柱・間柱
石膏ボード

柱の中心が
確認できます

方法②　金具両端を間柱２本に合わせてビスで固定

※下穴の幅及び深さの目安は付属のタッピングビスを使用した場合の数値です。
　別途ビス類をご用意された場合は用意したビス類に応じて適切な大きさの下穴を開けてください。

● ▼壁側プレート （ａ） を壁の目印に合わせ、どこに取付けるかや、どのネジ穴を使用するかを決めてください。
●下図右を参考に、取付け時に使用する穴４点（上下各２点）の印をつけます。この時使用する穴は必ず間柱の
　 中央になるようにしてください。
● 印がしっかりと水平・垂直についているかどうかを、水平器を使用して確認してください。

● ２. でつけた印の箇所にドリルを使用して下穴を開けます。ズレないよう十分に気を付けて作業を行ってください。
　 電動ドリルがあるとスムーズに作業が進みます。
● 全ての穴を開けたら、▼壁掛け金具本体 (ａ) を取付けます。 ▼M6x45 タッピングビス (ｐ) と▼タッピングビス用
　 ワッシャー(ｒ) を使用して、下の図を参考に▼壁掛け金具本体 (ａ)を壁の裏側の間柱にしっかりと取付けてください。

【３．印に下穴を開けて壁側プレートを取付ける】

上下の左右両端
に印をつける

石膏ボード
柱・間柱

水平・垂直か
確認！

石膏ボード

柱・間柱
rp

a

穴を開ける際に真っ直ぐに
開けるように注意する

深さ目安 約38ｍm 

下穴の幅目安 3.8mm

間柱 石膏ボード
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● 10 ページを参考に、壁の裏側にある間柱の場所をセンサーなどで探して印をつけてください。
● 間柱の中央が見つかったら探す位置を上下にずらしてまた中央を見つけてください。その 2点を直線で結べば、間
　柱の中心線を描く事が出来ます。
● 連続する３本の間柱に印をつけてください。

【１．間柱の中央を見つけ、印をつける】

【２．下穴を開ける位置を確認し、印をつける】

柱・間柱
石膏ボード

中央を見つけたら
上下にずらして探す

柱・間柱
石膏ボード

2点見つけたら
直線で結ぶ

柱・間柱
石膏ボード

柱の中心が
確認できます

● ▼壁掛け金具本体（ａ） を壁に合わせ、どこに取付けるかや、どのネジ穴を使用するかを決めてください。
● 下図右を参考に、取付け時に使用する穴６点 （上下各３点）の印をつけます。この時使用する穴は必ず間柱の
　 中央になるようにしてください。
● 印がしっかりと水平・垂直についているかどうかを、水平器を使用して確認してください。

方法③　金具中央を間柱に合わせてビスで固定し、金具両端も間柱に合わせてビスで固定

● ２. でつけた印の箇所にドリルを使用して下穴を開けます。ズレないよう十分に気を付けて作業を行ってください。
　 電動ドリルがあるとスムーズに作業が進みます。
● 全ての穴を開けたら、▼壁掛け金具本体 (ａ) を取付けます。 ▼M6x45 タッピングビス (ｐ) と▼タッピングビス用
　 ワッシャー(ｒ)を使用して、下の図を参考に▼壁掛け金具本体 (ａ) を壁の裏側の間柱にしっかりと取付けてください。

※下穴の幅及び深さの目安は付属のタッピングビスを使用した場合の数値です。
　別途ビス類をご用意された場合は用意したビス類に応じて適切な大きさの下穴を開けてください。

【３．印に下穴を開けて壁側プレートを取付ける】

上下の中央・左右両端
に印をつける

石膏ボード
柱・間柱

水平・垂直か
確認！

石膏ボード

柱・間柱
rp

a

穴を開ける際に真っ直ぐに
開けるように注意する

深さ目安 約38ｍm 

下穴の幅目安 3.8mm

間柱 石膏ボード
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● 壁側ブラケット取付け部が傾いている場合は、水平調節が
　 可能です。右図の丸の中の４点を、付属の▼スパナ (ｔ) 等を使用
　 して水平調節を行ってください。

● 調節が完了したら、しっかりと締めてください。

水平調節はアームを折りたたんだまま行わないようにしてください。アーム部とブラケット取付け部プレート

が擦れ、塗装が剝がれてしまう場合がございます。調節を行う際には必ず少しアームを伸ばしてから調節して

ください。

Step５. 壁側プレートにテレビ側ブラケットを引っ掛けて固定する

【１．壁側ブラケットが傾いている場合、水平調節を行う】

ポイント１

上記の４点で水平調節を行っても水平がうまく取れない場合、他の箇所のネジが緩んでいる可能性があります。

下図のネジを▼六角レンチ (ｓ) で増し締めしてください。

ポイント２

注意

● この項目での作業は、テレビの大きさや重量によっては大変困難な作業となる場合がございますので、
　 無理に 1人で作業を行わずに 2人以上での取付け作業を行ってください。

● 無理な作業による作業者の負傷や、テレビや金具などの破損・損傷などについては弊社では一切の責任
　 を負えませんので、安全に作業を行うようにしてください。

背面



● 下図を参考に、▼ブラケット (ｂ) の引っ掛ける部分を▼壁掛け金具本体 (ａ)の上部のくぼみへ上から引っ掛けます。

【２．壁側プレートにテレビ側ブラケットを引っ掛ける】

ネジ穴間隔が 800mmの場合ブラケットは、ブラケット取付け部プレートの端ギリギリの設置になるので、
ブラケットの一部が飛び出ているように見えます。
ブラケット取付け部プレートの端にはツメがあり、ストッパーになりますのでこれ以上横にずれ落ちるなどの
心配はございません。サイズ違いなどではなく使用上全く問題ございませんので、そのままご使用ください。

重要
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●  ブラケットが２本ともしっかりと引っ掛かっているのを確認できたら、▼ドライバー (ｖ) で安全止めネジを
　 締めてテレビ側ブラケットが動かない様に固定します。その際、安全止めネジの締めすぎによる金具の破損に
　 注意してください。

【３．ブラケット下側の安全止めネジを締めて固定する】

強く締めすぎると、
左図グレーのＬ字型部分
が破損します

※強く締めすぎないドライバー(ｖ)
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●  お好みの角度に設定した後は必ずしっかりとネジを締めてください。

●  付属の六角レンチとスパナを使用してネジを調節することで、テレビの上下角度調節が可能です。

【４．テレビの上下傾き角度を調節する】

●  アーム部分に配線カバーがあります。テレビ裏配線を通すことで綺麗に収納が可能です。

【５．配線カバーにテレビ裏配線を通す】

スパナ２本使用
両側にナットがあります。
片側を抑えながらもう片側を
回してください。
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Step６. プレートカバーを取付ける

各取付け部分およびボルトやネジ・ナットの緩み、ガタつきがないかを確認してください。
緩みが確認できた際は増し締めをしっかりと行ってください。少しでもガタつきや、違和感があった
際には取付けを中止してください。また、この確認作業は定期的に（3ヶ月～半年に 1回程度）実施
し、問題なく使用できていることを確認してください。

経年使用による落下が無いように注意をして使用してください。

Step７. 最終確認

● プレートカバーの取付けは、アームを伸ばした状態で行ってください。

● プレートカバーを取付けても緩かったり収まりが良くない場合、図を参考に▼滑り止めシール (ｕ) を
　 貼り付けてください。上下２つのプレートとも緩い場合は、上下ともお試しください。

● 付属の▼滑り止めシール (ｕ) は４個になりますので、足りない場合は別途ご用意ください。

※テレビは省略しています。

滑り止めシール (ｕ)



〒214-0032
神奈川県川崎市多摩区枡形 2-1-17 岩本ビル 4F
TEL : 044-455-4728
MAIL : info@emotions.co.jp

●本取扱説明書に記載されている警告・注意事項や禁止事項を遵守しない不適切な使用、取り付け不備、お客様に
　よる商品の改造などによって生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生じる付随的な損害（事業利益の損害、事業の中断、視聴料金の損失、壁面の
　ネジ穴跡や変色など）に関して、当社は一切の責任を負いません。 

●本取扱説明書の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

免責事項


